
博士（ 理学 ）スリ ィハル テイニ

    学 itL論文題名

  Taxonomic and Biogeographic Stuby of the Family

Macrochelidae (Acari: Gamasina) Associated with Dung

Beetles (Insecta: Coleoptera: Scarabaeidae) in Indonesia

（インドネシア産食糞性甲虫に便乗するハエダニ科ダニ類の

    分類学的・生物地理学的研究）

学位論文内容の要旨

  インドネシアは世界中でもっとも多様な生物相を擁するといわれるアジア熱帯の主要部分

を占めている。気候上も植生ヒも変化に富む大小様々な島々によって構成されており、生物

地理学的には、東洋区（大スンダ列島、バリ島など）、オーストラリア区（西イリアン、アル

ーなど）、および、このニつの動物地理区の移行帯と考えられるウォーレシア（ロンボック島

以東の小スンダ列島など）に分類される世界でもっとも著名な動物地理学上の境界地帯でも

ある。しかし、その著しい多様性のゆえに、インドネシアの生物相、特に微小な無脊椎動物

相にっいては、極めて限られた情報しか得られていない。熱帯地域における急激な環境破壊

が進行するなかで、こうした生物の目録作りは焦眉の急となっている。また、ウォーレシア

、の生物地曜撃謝均蕎議は対象とする生物群によって異なることが指摘されており、この鑓臧の

生物相の特徴とその成立過程を知るためには、様々な生物群を対象とした多彩な研究が必要

である。本研究では、生態系の残査食物連鎖の中で重要な役割を担っていると考えられるダ

ニ類のうち、甲虫類などの体表に便乗して移動分散をするという特異な習性を持つことで知

られ るハエダ ニ類に焦点を当て、記載分類および生物地理学的な研究を行った。

  スマトラ、ジャワ、カリマンタン、スラウェシ、バリ、ロンボック、スンバ、スンバワ、

フローレス、西チモール、/丶ルマヘラ、西イリアンを含むインドネシアの島々の合計56地

点から得られたハエダニ類を精査した結果、4属52種のハエダニ科ダニ類をインドネシア

から記録もしくは記載した。あっかった種のうち16種(Holostaspellafatimahae, H.rosichoni、

tVacrocheles corwexus、Memiae、Mentetiensis、Mjambiensis、Mkojimai、 M  manokwar iensis、

AZ persimilis、‘AZpilosellus、M. simulcns、Aえsumbaensis、Mtimikaensis、AZtypicus、AZ

vor iodecortdus、Mworoae)は本学位論文で初めて記載されたものであり、10種ほkatakurai、

M ba触阿 ゞむ、Mノ め淵鱈お 、Mゆ′饗， Dぬ血、M施 珈繍伽嬲 む、Mけ跏 翩な、M
鰍め嫺鰤む、他咄洫而馴縦鰤―、N馴瓶―翻閲、N靤紅卿めは、学位論

文作成の過程で著者らによってすでに記載公表された種、6種ほぷ施ぬ嬲a幻、M昭淞、M

み弸Bぬ、M贓たmLMSp．aEg轟めげ、NJ所を淵）はインドネシアからの新記箇種である。

20種はインドネシアからの既知種であった。これに、本研究では確認できなかったが以前

に記録されている種を加えると、インドネシア産ハエダニ類は5属59種となり、本研究に

よって、インドネシア産ハエダニ類の種数は2倍以上に増加したことになる。学位論文では、

これらのうち実体の疑問のある＆脇た即むsめ叩加甜珊を除くインドネシア産58種の検索表

を作成した。
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  59種のうち55種はマグソコガネ属、エンマコガネ属、ダイコクコガネ属などを含む9

属を超えるコガネムシ科甲虫から採集された。ハエダニ類は通常様々なコガネムシ類上に見

いだされ、もっとも普通種であるrVacrocheles oigruは7属にわたるコガネムシ類から採集さ

れ、M翩aepe協fとMsp．a伍gためガは6属から採集された。コガネムシ類では、エンマコガ

ネ属とく施轟田岫餌属カミ頻繁に利用されており、それぞれの属から37種および24種のハエ

ダニ類が採集された。

  今回得られた結果と文献調査の結果をもとに、インドネシアの島カと周辺地域のハエダニ

類を比較した結果、これらの地域はハエダニ相の類似に基づき以下の5っに地域に分類され

た：（1）スマトラ、カリマンタン、ジャワ、（2）スラウェシ、小スンダ列島、バリ、（3）

東南アジア大陸部およびフィリピン諸島、（4）ニューギニア（西イリアンを含む）、および

（5）オーストラリア。固有種の占める割合は西イリアン（53．9％）とスラウェシ（37．5％）

が他のインドネシアの島々より高かった。インドネシア全体のハエダニ類の固有率（62．7％）

も高く、この動物群がインドネシアにおいて相当程度の分化を遂げたことを示唆する。

  インドネシアのハエダニ相は全体として東南アジア大陸部の影響を強く受けており、イン

ドネシアの島嶼を東に進むにっれて種数は減少する傾向がある。しかし、インドネシア東端

の西イリアンで種数は再び増加し、そこには多くの固有種を含む独自のハエダニ相が成立し

ていた。なお、興味深いことにニューギニアのノ．ヽエダニ相は、同じオーストラリア区に属す

るオーストラリアとも非常に異なっていた。結果として、インドネシアのハエダニ相を分か

っもっとも重要な境界は西イリアン（ニューギニア）とそれ以外の島々との間に存在する。

生物分布境界線として著名なウォーレス線（バリ島とロンボック島の間を走る）はハエダニ

類の分布境界としては重要ではなく、ウォーレス線とライデッカー線（ニューギニアおよび

周辺の島々とマルク諸島の間を走る）に囲まれた地域（ウォーレシア）は、ハエダニ類の特

徴を見る限りでは、オーストラリア要素とアジア熱帯要素の移行地帯というよりは、アジア

熱帯地帯の延長と見なしうる。ハエダニ類は主に食糞性コガネムシに便乗して移動分散を行

うので、このようなハエダニ類の分布の特徴はインドネシア各地の食糞性コガネムシ類の構

成の違い、ひいては、これらのコガネムシ類に餌を供給する大型草剣生ロ甫浮し類の構成の違い

に影響されている可能性があり、今後の検討課題である。
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  Taxonomic and Biogeographic Stuby of the Family

Macrochelidae (Acari: Gamasina) Associated with Dung

Beetles (Insecta: Coleoptera: Scarabaeidae) in Indonesia

（インドネシア産食糞性甲虫に便乗するハエダニ科ダニ類の

    分類学的・生物地理学的研究）

  ダニ類には寄生虫というイメージがっきまとうが、その多くは自ら採餌を行う自由生活者

である。様々なダニ類が昆虫の体表に付着しているが、その多くも寄生生活者ではなく、好
適な生息地の間を移動分散する際の「乗り物」として昆虫を利用していると考えられている。

この行動を「便乗」と呼ぶ。ハエダニ類は、ヤドリダニ類やイトダニ類とたらび、その多く

の種が便乗性であることで知られているグループである。学位論文は，（1）インドネシア
産の食糞性コガネムシ類に便乗するハエダニ類の分類と（2）その種構成に関する生物地理

学的な解析、の2部から構成されている。分類のセクションでは記載分類に徹して研究を行
い、正確な記載と細密な図版によって4属52種の甲虫便乗性ハエダニ類をインドネシアか

ら記録した。このうち26種は申請者が学位論文で新たに記載したか、過去5年の問に申請

者と共同研究者が記載したものであり、6種は申請者によってインドネシアに分布すること
が初めて確認された種である。これにこの研究では確認できなかったが以前に記録されてい

る種を加えると、インドネシアのハエダニ類は5属59種に上る・。さらに、実体の疑問のあ
る1種を除くインドネシア産58種に関して実用性の高い検索表を作成した。本研究によっ

てインドネシアの便乗性ハエダニの種数は従来知られていたものの2倍をこえ、インドネシ

アはハエダニ相の解明がもっとも進んだ地域のーっとなった。
  インドネシアを含むアジア熱帯では，節足動物の多様性が非常に高いと予想されているが，

ダニ類など微小な節足動物に関しては分類が著しく遅れており，これまでは散発的な現地調
査の結果が報告されるのみでまとまった研究が行われていなかった。本研究はインドネシア

の主要な島々を網羅する56地点から得られた膨大なサンプルに基づぃており、インドネシ

アのハエダニ類をあっかった信頼性の高い最初のモノグラフとして高く評価できる。本研究
によってインドネシアにおけるハエダニ科の多様性が明らかになったばかりか、アジア熱帯

における微小節足動物の多様性の一端を示すことに成功した点でも価値が高い。ハエダニ類
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は，牧草地等に発生するハエ類の駆除への活用が期待されるダニ類でもあるため，分類が可

能になったことに加え、個々の種の分布・寄主特異性等に関する基礎的研究成果をまとめる
こと によ って今 後の 応用 的研究 の発 展に も道 を拓い た点 も評 価で きる。

  生物地理のセクションでは，ハエダニ類の種数および種構成の類似度をもとに検討を加え
ている。当該地域は東洋区に属する大スンダ列島、オーストラリア区に属するニューギニア

島西半分をしめるイリアンジャヤ、この2つの動物地理区の移行地帯とされるウォーレシア

を含む生物地理学的に重要ぬ地域だが、ハエダニ相から見る限り東洋区とウォーレシアの境
界は不明確であり、一方でイリアンジャヤ．と他の地域との間に明瞭な違いがあること、イリ

アンジャヤを除くインドネシア諸島のハエダニ相は隣接するインドシナ半島のハエダニ相と
もある程度分化した独自の構成を持っていることなど、興味深い知見をいくっも見いだした。

さらに、上記したハエダニ類の生物地理学的特徴を考察するに当たり、これらのダニ類が移

動分散に利用する食糞性コガネムシ類の構成の地域問の違い、ひいては、これらのコガネム
シ類に餌を供給する大型草食性哺乳類の構成の違いに影響されている可能性を指摘している

が、これは生態系における異なった栄養段階を占める3者（草食獣、食糞性甲虫、便乗性ダ
ニ類）の間の相互作用と共進化に関する新しい研究方向を示唆する興味深い指摘である。個々

の内容には予備的な解析結果も含まれており、それらに関して今後の批判的検討が必要だが、
分類同様に生物地理に関してもダニ類の研究が著しく遅れていた点を考慮すれば，貴重な基
礎研究と考えることができる。

  既述のようにアジアの熱帯地域は世界でもっとも生物の多様性が高いと言われているが、
環境破壊等によって多くの種が絶減に瀕しており、環境の保全とともにこの地域における生

物目録の作成が急がれている。それにもかかわらず、東南アジア諸国にはきちんとした生物
分類を行える分類専門家がほとんどいなぃ。インドネシアの生物多様性研究機関に所属する
著者が、基礎的な手順を完全にマスターした純粋な記載分類者として学位を取得し、後進の

指導に当たることは、こうしたアジア熱帯の生物多様性解明にも大きな意味があると評価で
きる。
  よって，審査員一同は著者が北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格があるもの

と判断した。  ‘
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